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あとがき

2019年4月朝の新聞を読むと、 福島県二本松市

の桜の記事が目に入りました。中島の地蔵桜 * と ぃ

う 記 事 で し た 。 夜 間 は ラ イ ト ァ ッ プ し 木 下 に は 水 を

張つた池があるとぃう内容でした。 地元の人たちが

長 年 守 つ て き た 桜 で す 。 私 は す ぐ に 出 か け た く な

り、その日の午後出かけました。午後5時ごろ桜の

所 に 着 い て み る と 、 多 く の カ メ ラ マ ン が 思 い 思 い の

場所で日暮れを待つていました。 遠くには山脈があ

り 、  少しずっ日が落ち始め夕日が水面に映り込んで

きました。地元のポランティアの人が色々と説明を

し て 下 さ い ま し た 。 日 が 沈 み 始 め る と 、 ラ イ ト ァ ッ

古谷 行雄 「鏡桜」
2020年

岩絵の具・西の内五介和紙

F20号

プされた桜と背景の空が白から青 <; 群青色に変化し

てきました。今までこんなに空を意識して見たこと

がありませんでした。刻々と変化する桜。今日は風

も無く静かな水面に鏡のように桜が映り込んでいま

し た 。 何 と 素 晴 ら し ぃ 景 色 な の だ ろ う と 力 メ ラ の

シャッ夕一を切りながら、 ど う 描 け ば よ ぃ の か と 少

し考えました。午後8時過ぎに人影もまばらになり、

自分の目に桜の思いを焼き付けながら帰路にっくこ

と に し ま し た 。  (小美玉市在住)

*編集者注:「中島の地蔵桜」所在地 福島県二本松市針道字

中島46番地
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